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マリ共和国における金鉱資源開発と政治経済的安定性 

 

吉田敦（千葉商科大学）  

 

はじめに 

 2012 年 1 月、トゥアレグ族を主導する「アザワド解放のための国民運動

（Mouvement National de la Libération d’Azawad : MNLA）」は、マリ北部地域

の独立ないしは自治権を要求して武装蜂起し、マリ軍との全面的な戦闘に突

入した。MNLA は、イスラーム・マグレブ諸国のアルカーイダ（Al-Qaïda au 

Maghreb islamique: AQMI）やアンサール・ディーン（Ansar Dine）等のイス

ラム過激派と共闘して、北地地域の占拠に成功した。マリ軍内部でのクーデ

ターの発生や国家行政機能の停滞により、北部の主要都市からの国軍の撤退

を余儀なくされたが、翌 2013 年 1 月にはフランス軍の軍事介入による北部地

域の解放、イスラム武装勢力の掃討作戦が展開されることとなった。この作

戦によって、フランス軍とマリ軍の連合軍はイスラム武装勢力の撤退に成功

し、モプティ北部コンナ（Konna）までの国土の回復を実現した。さらにマ

リ軍は、フランス軍の支援を受けて、ガオ、トンブクトゥ、キダルの北部主

要都市の再度奪回に成功した。2015 年 6 月には、北部地域における和平合意

が、政府と武装勢力間で締結されるに至っているが、2015 年 11 月 20 日には、

首都バマコにおいて武装勢力による高級ホテル（Radisson Blu Hotel）への襲

撃事件が発生するなど、北部のみならず中部に位置する首都においても散発

的なイスラム武装勢力による暴力が報告され、マリ治安情勢の悪化が懸念さ

れる状況が続いている 1。  

 本報告では依然として治安回復途上にあるマリ共和国の経済の現況を概観

したうえで、将来においてイスラム武装勢力による直接的な暴力行使の可能

性も排除できないマリの南部地域で進めらられている金の採掘部門の開発状

況について確認していきたい。  
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２．マリにおける外資主導による金資源開発の現状 

 マリの主要な主要な金鉱床は、マリ西部および南部（泥・砂質岩を主体と

するビリミアン系地質分布地域）の西アフリカ金鉱床に集中しており、セネ

ガルとマリの国境付近の金鉱では、数百年前から金採掘がおこなわれてきた。

最近ではバマコ南域シカソでも金の採掘が開始されている。マリ南部を中心

とする西アフリカ金鉱地帯は、さらにギニア、ブルキナファソ、コートジボ

ワール、ガーナへと広域にわたり広がっている。  

 1990 年代は、バマコ南東に位置するシャマ（Syama）鉱山による産出がほ

とんどで、年間 3〜 6 トンの金が生産されていた（図 3）。 1990 年代後半から

は、鉱業法の改正にともなう外資による投資促進策が実施され、新たにサデ

ィオラ（Sadiola）鉱山が 2001 年に開山した。 2000 年以降には、外資による

金鉱開発が活発化し、 2001 年にはモリラ（Morila）鉱山の生産規模拡大によ

る増産、2001 年にヤテラ（Yatela）鉱山、2005 年にルロ（Loulo）鉱山で生産

開始、 2006 年にはタバコト（Tabakoto）鉱山の生産開始と、金の国際市場価

格の上昇にともなって、相次いで大規模金鉱開発が実施された。  

 マリでの金鉱開発に参入を果たしている企業は、南アのアングロゴール

ド・アシャンティ（Anglogold Ashanti）が最大で、ヤテラ、サディオラ、モ

リラの主要鉱山での権益を 40％前後で取得しており、中心的な存在である。

そのほか、カナダのイアム・ゴールド（ IAM Gold）、イギリスのランドゴー

ルド・リソース（RandGold Resources）、エンデバー・マイニング（Endeavour 

Mining, カナダ）、バリック・ゴールド（Barrick Gold, カナダ）やニューモン

ト社（Newmont, アメリカ）などの北米メジャー企業も相次いで参入を果た

している。  
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億 9,696 万ドル）となっている。  

 ノルウェーのクリスチャン・マイケルセン研究所（Chr. Michelsen Institute: 

CMI）による試算によれば、2011 年の金の生産額の推定は 29 億ドル以上で、

そのうち政府受取額は 4 億ドル程度であるとすれば、マリにおける金鉱山会

社から、課税、関税、配当等を通じてマリ政府に支払われる額は、全体収益

の 10〜 13％前後と推算される 5。また、他の報告資料からは、 1994 年〜 2004

年の 10 年間で、マリ政府は、鉱山会社からロイヤリティ、課税、関税、配当

により総額で約 6 億 2,450 万ドルを受け取っているのに対して、 2001〜 2003

年における金の生産額は、「年間」 5 億 3,600 万ドルに達している。  

 このようなマリ政府の受取額の低さの一因としては、「外資への権益参加比

率の低さ」が指摘できる。 2012 年 2 月 27 日に公布された鉱業法により、政

府の 10％の権益参加の保障と更に 10％までの追加権益の取得を保障してい

るので、国内でのすべての金鉱開発において、 20％までの権益参加を確保し

ている。しかしながら、他のアフリカの資源諸国と比較した場合、 20％とい

う権益比率は、決して高い比率とはいえない 6。  

 

おわりに 

 以上で見てきたとおり、マリ共和国は、1990 年代以降、鉱業部門の市場開

放政策を進め、外資促進策を進め、金の生産量・輸出額を増大させてきた。

しかしながら、金鉱開発による利益が直接的にマリ国民一般に裨益される状

況にはほど遠い状況である。例えば、雇用面での不均衡の状況やインフォー

マルでの露天掘り金採掘現場における劣悪な労働環境が複数の報告書が指摘

している。外資企業が進める大規模な金鉱採掘では機械化が進んでいるため、

金採掘部門全体で 1 万人程度（ 2012 年 11,958 人、直接雇用は 3,862 人）に留

まっているが、露天掘り鉱山は、マリ国内 350 カ所に存在し、鉱夫数は 40

万人にも達している（うち 2〜 4 万人の児童労働も含まれていると推算され

る）。国内に散在する露天掘り採掘では、金の分離作用を促すための水銀の使

用による健康被害が生じたり、地下坑での採掘や鉱石の運搬作業、掘削作業

に加え、危険な立坑での滑落、崩壊等による過酷な労働環境も報告されてい

る 7。  

 本稿では、マリにおける金鉱部門についての分析を進めてきたが、EITI の
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報告書から明らかであるように、多国籍企業と資源国政府間の資源収益の国外

分配比率の不平等により、国内での経済的不満が蓄積・醸成される可能性は否め

ない。また、外国資本による金鉱開発が進む一方で、露天掘り鉱山では多く

の鉱夫が採掘をおこなっており、貧困状態から抜け出せない状況が続いてい

る。本来、政府は資源開発を通じて得た収益を国内再分配しなければならないが、

その再分配をめぐっても、開発対象地域の住民等のステークホルダーとの間で経

済的不満が蓄積される可能性がある。政府と取り交わされる多国籍企業による

外部主導型の資源開発の契約は、途上国の民衆にとっては、資源収益を巡る

国外再分配の不平等性と国内再分配の不平等性による「二重の経済的不満」を

引き起こすことにつながり、「二重の経済的不満」の蓄積が、マリ共和国の政治

的不安定性を高める結果につながる可能性があるだろう。  

 

―注―  

                                                  
1 国際 NGOs の Human Rights Watch の報告によれば、イスラム武装勢力（AQIM、

Al-Mourabitoun、 Front du Libérat ion du Macina、Ansar Dine など）は 2015 年では、首都

バマコを含む外国人向けホテル、ナイトクラブ、軍駐屯地（ Sévaré）を中心に襲撃し、

少なくとも 44 人の市民を殺害しているほか、マリ軍側による拘束と拷問の濫用、暴力

の行使も報告されている。Human Rights Watch,“Mali :  Abuses Spread South,  Islamist  Armed 
Groups’ Atrocit ies,  Army Responses Generate Fear”,  February  19,  2016.  
2  IMF Country Report  No.14/166,  Mali  Poverty  Reduction Strategy Paper-Progress Report ,  
2014. ,  IMF, Mali  Achieving Strong and Inclusive Growth with Macroeconomic Stabil i ty,  
2013.  
3  Claire Mainguy,  Natural  resources and development:  The gold sector in Mali ,  Resources 
Policy 36,  pp.123-131,  2011.  
4  従価税：採掘された原石の総重量から価格換算（精錬コストを含まない）して、 3％
の賦課金で計算。  
5  CMI（Chr.  Michelsen Inst i tute） ,  Socio-Economic Effects  of  Gold Mining in Mali ,  2006.  
6 例えば、アルジェリアなどのアフリカ産油国では上流部門における国営石油会社ソ

ナトラックの権益比率を 51％以上と規定している。また、ボツワナでは、ボツワナ政府

とデビアスの合弁会社（Debswana）によるダイヤモンド採掘がおこなわれているが、ボ

ツワナ政府が 50％の権益を保有している。  
7  Human Rights Watch,  A poisonous mix child labor,  mercury  and art isanal  gold mining in 
Mali ,  2010.  
 


